
第26回侵襲反応制御医学研究会
謹啓　先生方におかれましては益々御清祥の事とお慶び申し上げます。
　さて、この度「第26回侵襲反応制御医学研究会」を下記の通り開催させて頂く運びとなりました。御多忙中とは存じますが、何卒御臨席を賜ります様宜しくお願い申し上げます。
謹白
記
日　時：　令和2年2月1日（土）13:00～17:00
（出来るだけ13時までに会場にお集まり下さい）
場　所：　芝蘭会館 『稲盛ホール』
          　　京都市左京区吉田近衛町京都大学医学部構内  TEL:075-753-9336
 
＜特別講演　13:00～13:40＞
座長：京都大学医学部附属病院 手術部 准教授 角山 正博 先生 
　　　　ERASの理論的背景および当院の現状
　　神戸市立医療センター中央市民病院 麻酔科 医長 東別府 直紀 先生

＜一般演題前半　13:40～15:00＞
[bookmark: _GoBack]座長：市立岸和田市民病院 麻酔科 医長 井上 麻意子 先生 
※　各演題10分（発表7分＋質疑3分）
1． PFAPA症候群に対する口蓋扁桃摘出術の麻酔経験
市立岸和田市民病院　山嶋 誠一 先生
　　　
２．術後気管チューブ抜去に苦慮した症例 
京都医療センター　南迫 一請 先生

３．大腿骨人工骨頭挿入術中に重篤な肺塞栓を生じ救命しえなかった症例 
京都大学医学部附属病院　池垣 緑 先生

４．潜在性二分脊椎患者に対する脊髄くも膜下麻酔経験 
兵庫県立尼崎総合医療センター　多田 周平 先生

５．ロボット支援腹腔鏡下直腸手術中に広範な皮下気腫を呈し慎重な抜管操作を要した1例
北野病院　吉田 裕治 先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６．筋突起過長症手術後・開口制限のため挿管困難が予想された患者の気道管理
大津市民病院　藤井 庸祐 先生

７．肝切除術における術後血液凝固異常の発生状況と危険因子に関する検討
京都桂病院　辻 和也 先生

＜ 休　憩　20　分＞
＜一般演題後半　15:20～16:40＞
座長：京都大学医学部附属病院 麻酔科 助教 辰巳 健一郎 先生 

８．当院ICUの取り組み：中心静脈カテーテル挿入サービスとフォローアップ回診
神戸市立医療センター中央市民病院　田口 聡久 先生

９．肺スリーブ切除後に早期に喀血を呈し、ECMO導入により救命しえた肺動脈仮性動脈瘤の一例 
京都大学医学部附属病院　甲斐 慎一 先生

１０．圧縮空気が利用できない状況での麻酔器への空気供給の工夫 
公立豊岡病院　高野 貴司 先生

１１．周術期の症候性静脈血栓塞栓症の実態:COMMAND VTE Registryからの知見 
京都大学医学部附属病院・医学研究科薬剤疫学分野　武田 親宗 先生

１２．当院での危機的出血に対するフィブリノゲン補充；クリオプレシピテートからフィブリノゲン
製剤への切替え 
彦根市立病院　高淵 聡史 先生

１３． 絞扼性イレウスの患者を手術室に搬送したところ、心停止になっていた事例 
神戸市立医療センター西市民病院　榎 泰二郎 先生

１４． 腎臓摘出術後無気肺から急性心不全を起こした一症例 
大津赤十字病院　篠村 徹太郎 先生

※尚、当日は参加費として、1,000円を徴収させて頂きます。
※会終了後、同会館内の山内ホールにて立食によるささやかな懇談の場を準備させて頂いております。


共催：侵襲反応制御医学研究会・バクスター株式会社
幹事：京都大学医学部附属病院 麻酔科 山田 瑠美子
